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◆老朽化が進んだ観測施設（31箇所）を更新

○局地的大雨等の監視・予測に欠かせないウィンドプロファイラを更新

◆観測高度を拡大（現状約６ｋｍ→約１２ｋｍ）し

平成２４年度気象庁関係補正予算の概要

気象観測施設の強化等 ４，０４２百万円

３，６８５百万円

総額：４，９８６百万円

現状では観測データ無し

◆老朽化が進んだ観測施設（31箇所）を更新
し、安定した観測機能を維持

◆観測高度を拡大（現状約６ｋｍ→約１２ｋｍ）し、
数値予報の精度を向上

新ウィンドプロファイラ
発達した積乱雲の動きを左右する

対流圏中・上層の風を観測

従来の
ウィンドプロファイラ

○遠地津波警報等の発表に欠かせない群列地震観測装置を更新 ３５７百万円

群列地震観測装置

松代

滝本

菅平

精密地震観測室

○遠地津波警報等の発表に欠かせない群列地震観測装置を更新

◆老朽化が進んだ観測施設（８地点）を更新
し、安定した観測機能を維持

◆加速度計の増設により、国内
の巨大地震にも対応

３５７百万円

中尾根

大良

入軽井沢和平

精密地震観測室
（長野市松代町）

40～
70m

地蔵

10km

○台風、遠地津波のいち早い観測を支える南鳥島気象観測所発電施設を更新

地上気象観測 高層気象観測 遠地津波観測

◆老朽化・塩害により故障が頻発している南鳥島発電施設を
更新し、各種の観測を安定して継続

気象観測施設の更新 ９４３百万円

台風監視に必要な観測

地上気象観測・高層気象観測

南米沖で発生し、日本に
襲来する津波をいち早く
観測

遠地津波観測

整備から14年が経過


	【報道】第一次補正予算の概要
	全体ポンチ絵（気象観測施設の更新・強化等）２本柱＋.pdf

